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評議員に選出いただいて

金沢大学　医薬保健研究域
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この度，日本創傷治癒学会の評議員に選出いただき，大変光栄に存じ
ます。微力ではございますが，学会活動の一助になれるよう尽力して参り
ますので，どうぞよろしくお願いいたします。

略歴について申し上げます。平成20年に金沢大学医学部保健学科
（現・医薬保健学域保健学類）の検査技術科学専攻を卒業し，検査技
師の免許を取得した後，そのまま博士前期課程，後期課程に進学しまし
た。博士前期課程では根本鉄教授（医用工学）のもとで生体モニタリン
グ装置の開発を，博士後期課程では医学科の加藤聖教授（脳情報分子
学講座）のもとで組織・神経再生とサイトカインの関連について研究を
行い，平成25年に博士号を取得しました。同年，本会理事の須釜淳子教
授がセンター長を務めておられました，医薬保健研究域内の研究セン
ターにテニュアトラック助教として採用いただきました。センターでは，メ
ンターの先生方の多大なる支援を受けながら，主に脆弱化した皮膚に関
する研究を進め，平成30年にテニュア審査に合格，准教授に昇任いたし
ました。現在は，新しい域内センターである「AIホスピタル・マクロシグナ
ルダイナミクス研究開発センター」の准教授として，プロテオミクスやマイ
クロバイオームの手法を用いて，褥瘡や失禁関連皮膚炎といった疾患に
アプローチする研究と教育を進めております。

この度のニューズレターへの寄稿のため，上記のごとく略歴を文字に
書き起こして，あらためて「あちこちの分野に関わってきているな」と感
じました。無理して良く言えば，異分野融合研究にむけた素地を鍛えて
きた，となるでしょうか。事実，博士前期課程で培った工学・プログラミン
グや，博士後期課程での細胞・動物を用いた研究遂行，センターにおける
ヒトを対象とした調査研究という一見バラバラな経験が，結局今になっ
てAI・統計学的手法によるマイクロバイオーム・プロテオミクスデータの
解析を基にした研究に活かされているとしたら，実は意味のある行動
だった，と言えるかもしれません（実際は流されている…？）。器用貧乏
のきらいもありますが，様々な分野の経験が，今後も役に立ってくれると
強く思っています。

末筆となりましたが，今までの経験を活かして，少しでも本学会の活動
に貢献できれば幸いに存じます。今後ともご指導ご鞭撻のほど，よろしく
お願い申し上げます。

附属AIホスピタル・マクロシグナルダイナミクス研究開発センター
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WEB開催となりましたので、詳細は以下HPをご覧ください。
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